
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入試対策】 
・１の９問，３の問１，問２，４の問１，問２①の６８点分を確実に解けるように，教科書レベルの例題や 

問題集の練習問題を繰り返し解いて，基礎力を身につけよう！ 

・その他の３２点分は自分の得意分野を中心に，計算力や数学的思考力を磨き，解ける問題を少し 

ずつ増やしていこう！ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 ５ 空間図形 【主な特徴】 
大問の構成は例年通りの５題。 

もともと問題毎の難易度の差が激しいが，

今年は中難易度の問題がやや難化して，

得点差がつきにくいテストになった。 

【出題形式】 
１：小問集合(９問) 
例年通り，計算問題が６問，図形の角度，確率，

作図が１問ずつの出題。基本的な問題ばかりなの

で，ここは満点が絶対条件。 

２：数式による説明(２問) 
今年は図形の問題。問１は図の中から台形を見

抜いて中点連結定理を利用する必要があり，問２

のおうぎ形は半径や弧の長さを文字式で表すの

がやや難しく，例年よりはやや難しかった。 

３：関数(３問)  
今年は一次関数。問１は基本的な問題であり，

絶対に正解したい。問２も難しくはないが，点

Ｐの位置が問題の図の場所とは全く異なるので， 

問題の条件（ｙ軸により二等分）から自信をもっ

て点Ｐの座標を求められるかがポイント。問３

は例年どおり難しく，解法の技術や正確な計算力

が必要。 

４：平面図形(３問) 
問１の角度，問２①の証明は簡単なので絶対に

正解したい。一方，問２②の面積比は例年通りの

難易度。相似からの線分比を利用して面積比を考

える。 

５：空間図形(２問) 
問１は２点間の距離を求める問題の出題が多

いが，今年は最短距離となる点の位置を求める問

題となり，解きにくくなった。 
問２は例年通りの空間内の体積の問題。どこを

底面にするか，底面の面積はいくつか，高さはい

くつかなど，かなり高い図形的な思考力や解答

技術がないと正解するのは難しい。 

例年は… 

（２０２１年） 

点の位置が決められていて 
ＰＱの長さを求める 


